
平成３０年２月２８日

内 閣 府 ～美ら島の未来を拓く～

内閣府沖縄総合事務局

インフラメンテナンス国民会議 沖縄（仮称）準備会

の開催について

～沖縄におけるインフラメンテナンスの課題解決を目指して～

地方公共団体が管理する橋などの土木構造物や公共施設は、老朽化による管

理費用の増大や維持管理を行う技術者不足により、メンテナンスの継続が課題

となっています。

これら課題に対応するため、産学官民が集まり、インフラメンテナンスに関

する課題の共有・明確化、課題解決の後押し、また、新たな技術の開発・現場

試行などをコーディネートする場となる「インフラメンテナンス国民会議 沖

縄（仮称）の設立に向けて、関係者が集まり体制や進め方を検討するため、下

記のとおり準備会を開催致します。

【開催概要】

○日 時：平成３０年３月５日（月）１５：００～１６：３０（予定）

沖縄総合事務局（那覇市おもろまち２－１－１）○場 所：

那覇第２地方合同庁舎２号館 ２階 会議室

○議 題：沖縄における地方フォーラムの体制

今後の進め方

※ 本会議の取材は、冒頭から別紙議事次第（案）の２ （２）③．

「地方フォーラムの名称について」までとし、それ以降は退席を

お願いいたします。

なお、取材を希望される場合は、下記問い合わせ先まで事前に

に連絡をお願いいたします。

問い合わせ先 内閣府 沖縄総合事務局 開発建設部

ＴＥＬ０９８－８６６－００３１（代表）

建設行政課長 松井 洋 （内線 3151）

景観環境事業調整官 下地 朝治 （内線 3130）

建設行政課長補佐 高良 友健 （内線 3152）

記 者 発 表 資 料
発表後の取扱自由



（案） 

 

インフラメンテナンス国民会議 

沖縄における地方フォーラム準備会 

 

 

議 事 次 第 

 

〇日時：平成３０年３月５日（月）１５：００～１６：３０ 

〇会場：那覇第２地方合同庁舎２号館 ２階会議室 

 

１．開会 

（１）趣旨説明 

（２）出席者紹介 

 

２．沖縄における地方フォーラム（組織）の体制 

（１）フォーラムリーダーについて 

（２）事務局について 

  ①インフラメンテナンス国民会議の概要                 

  ②公認フォーラム設立までの流れ                

  ③地方フォーラムの名称について                

 

３．今後の進め方 

（１）沖縄における地方フォーラム（組織）の体制・役割分担（案） 

（２）フォーラム公認申請について                

（３）活動計画について                      

（４）その他 

 

４．閉会 



沖縄
インフラメンテナンス
国民会議（仮称）

インフラメンテナンス国民会議 沖縄（仮称） ～産学官民が連携するプラットフォームを構築～

○地方公共団体が管理する道路・橋梁、舗装、上下水道、建物などの土木構造物や公共施設は、老朽化によ
る管理費用の増大や技術者不足などにより、メンテナンスの継続が課題。

○産学官民が連携し、課題の共有・明確化、課題解決の後押し、また、新たな技術の開発・現場試行などをコー
ディネートする場（プラットフォーム）の設立を検討。

市民・団体

沖総局及び関係省庁
インフラメンテナンス国民会議(親会)

等

行政会員（沖縄県、市町村）

道路メンテナンス会議

建設業・地元メンテナンス業、
建設コンサルタント、橋梁メーカー、
舗装事業者、資材メーカー等

ICT、ベンチャー、
保険、素材、
ロボット 等

琉球大学、
SIP地域実装支援チーム
研究機関学術団体

【メリット】
・他の施設管理者や民間等の
技術による課題解決【役割】
・メンテナンス産業の生産性を
向上し、産業の育成・拡大
・フォーラムの運営支援（国） 官

【メリット】
・身近なインフラの安全安心向上
・メンテナンスの理解促進
【役割】
・市民参画の推進

民

【メリット】
・施設管理者のニーズを把握
・新技術の情報収集
・技術の売り込み
【役割】
・シーズ技術の提供
・フォーラム事務局

【メリット】
・現場の課題の把握
・新技術の地域への普及
【役割】
・技術的助言

学

産

産学官民が連携する場
（プラットフォーム）を構築
・グループ討議による
課題の共有・明確化
・官民・民民の技術マッチング
による課題解決、技術開発
・新技術の現場試行

地域
貢献

市民
参画 実証

技術的
支援

解決策
の提案

新たな
市場展開

ノウハウ
の活用

技術連携
の後押し

課題
の共有

支援

新技術実践
の後押し

連携

参　考


